
10

20

30

40

50

JP 2022-28348 A5 2022.9.2(1)

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 ４ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 4 年 9 月 2 日 ( 2 0 2 2 . 9 . 2 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 2 - 2 8 3 4 8 ( P 2 0 2 2 - 2 8 3 4 8 A )
【 公 開 日 】 令 和 4 年 2 月 1 6 日 ( 2 0 2 2 . 2 . 1 6 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 2 - 0 2 8
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 0 - 1 3 1 6 9 3 ( P 2 0 2 0 - 1 3 1 6 9 3 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｈ ０ ２ Ｊ 7 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 4 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 4 8 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ ２ Ｊ 7 / 0 2 ( 2 0 1 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｈ ０ ２ Ｊ 7 / 0 0 　 　 　 Ｑ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 4 2 　 　 　 Ｐ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 4 8 　 　 　 Ｐ 　 　 　
　 Ｈ ０ ２ Ｊ 7 / 0 2 　 　 　 Ｈ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 8 月 2 5 日 ( 2 0 2 2 . 8 . 2 5 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 電 池 セ ル （ ２ ２ ） の 直 列 接 続 体 を 有 す る 組 電 池 （ ２ ０ ） を 備 え る 電 源 シ ス テ ム （  
９ ０ ） に 適 用 さ れ 、
　 各 前 記 電 池 セ ル に 対 応 し て 設 け ら れ る と 共 に 放 電 ス イ ッ チ （ ３ １ ） を 有 し て お り 、 前 記  
放 電 ス イ ッ チ が オ ン 状 態 に な る と 自 身 に 対 応 す る 前 記 電 池 セ ル を 放 電 さ せ る 放 電 回 路 （ ３  
０ ） と 、
　 各 前 記 電 池 セ ル に 対 応 し て 設 け ら れ る と 共 に コ ン デ ン サ （ ４ ４ ） を 有 し て お り 、 前 記 放  
電 回 路 に 自 身 の 入 力 側 （ ４ １ ） が 接 続 さ れ て い る ロ ー パ ス フ ィ ル タ 回 路 （ ４ ０ ） と 、
　 各 前 記 ロ ー パ ス フ ィ ル タ 回 路 の 出 力 側 （ ４ ３ ） に 接 続 さ れ て お り 、 各 前 記 電 池 セ ル の 電  
圧 を 検 出 す る 検 出 回 路 （ ５ ０ ） と 、
　 前 記 放 電 ス イ ッ チ を オ ン 操 作 又 は オ フ 操 作 す る 駆 動 回 路 （ ６ ０ ） と 、
　 前 記 放 電 ス イ ッ チ の オ ン 操 作 及 び オ フ 操 作 の い ず れ か 一 方 か ら 他 方 へ の 切 り 替 え の 前 後  
に お け る 前 記 検 出 回 路 の 電 圧 検 出 値 （ Ｖ ｄ ） の 変 化 に 基 づ い て 、 前 記 放 電 ス イ ッ チ が 異 常  
で あ る か 否 か の ス イ ッ チ 診 断 を 行 う 診 断 部 （ ７ ０ ） と 、 を 備 え 、
　 前 記 診 断 部 は 、 前 記 ス イ ッ チ 診 断 に お い て 、 前 記 切 り 替 え よ り も 前 の 第 １ タ イ ミ ン グ （  
Ｔ １ ） に お け る 前 記 電 圧 検 出 値 （ Ｖ １ ） と 、 前 記 切 り 替 え か ら 所 定 時 間 経 過 し た 第 ２ タ イ  
ミ ン グ （ Ｔ ２ ） に お け る 前 記 電 圧 検 出 値 （ Ｖ ２ ） と の 差 （ Δ Ｖ ｄ ） が 、 変 化 閾 値 以 下 で あ  
る こ と を 条 件 に 、 前 記 放 電 ス イ ッ チ が 異 常 で あ る と 判 定 す る 、 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 検 出 回 路 は 、 各 前 記 電 池 セ ル の 電 圧 を 所 定 の 検 出 周 期 （ Ｄ ｔ ） で 検 出 す る 定 期 検 出 （  
Ｄ ｄ ） を 行 い 、
前 記 検 出 周 期 は 、 前 記 放 電 ス イ ッ チ が オ ン 操 作 及 び オ フ 操 作 の い ず れ か 一 方 か ら 他 方 へ 切  
り 替 え ら れ て か ら 前 記 電 圧 検 出 値 が 安 定 す る ま で の 期 間 の ２ 倍 よ り も 短 く さ れ て お り 、
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前 記 駆 動 回 路 は 、
前 記 定 期 検 出 に お い て 検 出 さ れ た 各 前 記 電 池 セ ル の 電 圧 の バ ラ ツ キ が 所 定 基 準 以 上 で あ る  
場 合 、 各 前 記 電 池 セ ル を 放 電 さ せ て 当 該 バ ラ ツ キ を 抑 え る べ く 、 対 応 す る 前 記 放 電 ス イ ッ  
チ を オ ン 操 作 さ せ る 動 作 を 行 い 、
前 記 ス イ ッ チ 診 断 の た め の 診 断 用 動 作 と し て 、 前 記 放 電 ス イ ッ チ を オ フ 操 作 か ら オ ン 操 作  
に 切 り 替 え 、 そ の 後 、 前 記 電 圧 検 出 値 が 安 定 す る 前 に 、 前 記 放 電 ス イ ッ チ を 再 度 オ フ 操 作  
に 切 り 替 え る 診 断 用 動 作 を 行 い 、
前 記 第 １ タ イ ミ ン グ は 、 前 記 診 断 用 動 作 に よ り 前 記 放 電 ス イ ッ チ が オ フ 操 作 か ら オ ン 操 作  
に 切 り 替 え ら れ る よ り も 前 の タ イ ミ ン グ で あ り 、 前 記 第 ２ タ イ ミ ン グ は 、 前 記 診 断 用 動 作  
に よ り 前 記 放 電 ス イ ッ チ が オ フ 操 作 か ら オ ン 操 作 に 切 り 替 え ら れ て い る 期 間 内 の タ イ ミ ン  
グ で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 検 出 周 期 を 「 Ｄ ｔ 」 と し 、 前 記 放 電 ス イ ッ チ が オ ン 状 態 に さ れ て い る 場 合 に お け る  
前 記 コ ン デ ン サ の 一 方 の 電 極 か ら 前 記 放 電 ス イ ッ チ を 通 過 し て 前 記 コ ン デ ン サ の 他 方 の 電  
極 に 至 る 経 路 の 全 抵 抗 を 「 Ｒ 」 と し 、 前 記 コ ン デ ン サ の 容 量 を 「 Ｃ 」 と し て 、
　 Ｄ ｔ   ≦   ９ ． ２ × Ｒ × Ｃ
　 を 満 た す 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 直 列 に 隣 り 合 う ２ つ の 前 記 電 池 セ ル の う ち の 高 電 位 側 の も の を 上 側 の 電 池 セ ル （ ２ ２ Ａ  
） と し 、 低 電 位 側 の も の を 下 側 の 電 池 セ ル （ ２ ２ Ｂ ） と し 、 前 記 上 側 の 電 池 セ ル に 対 応 す  
る 前 記 放 電 ス イ ッ チ を 上 側 の 放 電 ス イ ッ チ と し 、 前 記 下 側 の 電 池 セ ル に 対 応 す る 前 記 放 電  
ス イ ッ チ を 下 側 の 放 電 ス イ ッ チ と し て 、
　 前 記 駆 動 回 路 は 、 上 側 の 前 記 放 電 ス イ ッ チ 及 び 下 側 の 前 記 放 電 ス イ ッ チ の う ち 、 一 方 の  
放 電 ス イ ッ チ に 対 し て 前 記 診 断 用 動 作 を 実 行 し て か ら 、 他 方 の 放 電 ス イ ッ チ に 対 し て 前 記  
診 断 用 動 作 を 実 行 す る 、 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 駆 動 回 路 は 、 前 記 放 電 ス イ ッ チ を オ フ 操 作 か ら オ ン 操 作 に 切 り 替 え 、 そ の 後 、 前 記  
電 圧 検 出 値 が 安 定 し た 後 に 、 前 記 放 電 ス イ ッ チ を 再 度 オ フ 操 作 に 切 り 替 え る 診 断 用 動 作 を  
行 い 、
　 前 記 診 断 用 動 作 に よ り 前 記 放 電 ス イ ッ チ が オ フ 操 作 か ら オ ン 操 作 に 切 り 替 え ら れ る よ り  
も 前 の 期 間 を 、 変 動 前 期 間 （ Ｔ ａ ） と し 、 前 記 診 断 用 動 作 に よ り 前 記 放 電 ス イ ッ チ が オ フ  
操 作 か ら オ ン 操 作 に 切 り 替 え ら れ て 前 記 電 圧 検 出 値 が 安 定 し て か ら 、 前 記 放 電 ス イ ッ チ が  
再 度 オ フ 操 作 に 切 り 替 え ら れ る ま で の 期 間 を 、 安 定 期 間 （ Ｔ ｂ ｓ ） と し 、 前 記 放 電 ス イ ッ  
チ が 再 度 オ フ 操 作 に 切 り 替 え ら れ て 前 記 電 圧 検 出 値 が 安 定 す る タ イ ミ ン グ 以 降 の 期 間 を 、  
変 動 後 期 間 （ Ｔ ｃ ） と し て 、
　 前 記 第 １ タ イ ミ ン グ は 、 前 記 変 動 前 期 間 内 の タ イ ミ ン グ で あ り 、 前 記 第 ２ タ イ ミ ン グ は  
、 前 記 安 定 期 間 内 の タ イ ミ ン グ で あ る 、 又 は 、
　 前 記 第 １ タ イ ミ ン グ は 、 前 記 安 定 期 間 内 の タ イ ミ ン グ で あ り 、 前 記 第 ２ タ イ ミ ン グ は 、  
前 記 変 動 後 期 間 内 の タ イ ミ ン グ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 駆 動 回 路 は 、 各 前 記 放 電 ス イ ッ チ に 対 し て 、 前 記 診 断 用 動 作 を 複 数 回 行 い 、
　 前 記 診 断 部 は 、 複 数 回 の 前 記 診 断 用 動 作 に お け る 前 記 電 圧 検 出 値 に 基 づ い て 、 前 記 ス イ  
ッ チ 診 断 を 行 う 、 請 求 項 ２ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 各 前 記 放 電 回 路 に 対 応 し て 設 け ら れ た 検 出 端 子 （ ８ ０ ｅ ） を 備 え 、
　 前 記 組 電 池 と 前 記 検 出 端 子 と は ハ ー ネ ス （ ２ ５ ） を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ る 、 請 求 項
１ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 各 前 記 放 電 回 路 に 対 応 し て 設 け ら れ た 検 出 端 子 （ ８ ０ ｅ ） と 、
　 前 記 検 出 端 子 と 前 記 放 電 回 路 と の 間 に 介 在 し て ノ イ ズ を 除 去 す る ノ イ ズ 除 去 素 子 （ ２ ６  
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） と 、 を 備 え る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 各 前 記 放 電 回 路 に 対 応 し て 設 け ら れ た 検 出 端 子 （ ８ ０ ｅ ） と 、
　 前 記 検 出 端 子 と 前 記 放 電 回 路 と の 間 に 介 在 し て 過 電 流 が 流 れ る の を 防 止 す る 過 電 流 保 護  
素 子 （ ２ ７ ） と 、 を 備 え る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 診 断 装 置 。
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